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1．はじめに

 本稿は中国雲南省における、怒族の弩弓製作の過程、実際に使用している弩弓の形態計

測、暗事に関する野外調査の報告である。

 弩弓は中国の古代から使用されてきた道具である。多くの歴史史料のなかにそれらに関

する記述が見出せると同時に、考古学的遺跡からの出土例も見られる。始皇帝陵兵馬桶に

おいても三兵が見られることは、弩弓が武器として機能していたことを裏付ける証拠と考

えてよい。一方で、中国西南部から東南アジア大陸部では、主として山岳地帯に居住する

人たちによって、現在も弩弓が狩猟具として用いられている。過去に用いられていた弩弓

と現在用いられている弩弓との間に歴史的なつながりがあるかどうかについては、様々な

角度から検証していくべき課題といえる。歴史的な検証が重要であることは言うまでもな

いことであるが、物質文化論の立場から、弩弓について考察することも必要であろう。現

在、実際に使用されている弩弓の製作過程、形態、使用形態等を把握することは、過去に

用いられていた弩弓の機能を復原するうえで有益な情報を与えると考えられる。
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2．調査地の概要

（1）調査地と調査対象の概略

 調査を行ったのは雲南省怒江リス族自治州福貢県のZ村である。Z村を含めたりス族自

治州一帯は、年平均気温20．2℃年、平均降水量1185㎜で、亜熱帯山地季節風気候帯に属

している。ただし、山がちな雲南省は標高によって気候条件が異なる。調査対象は中国の

少数民族の一集団である怒族である。リス族自治州内における怒族の人口は25，789人

（1995年末）で、主として雲南省北西部の山岳地帯に居住している。チベット・ビルマ語

系の出語とよばれる固有の言語を使用している。

 調査を行ったZ村は、怒江に沿った幹線道路から徒歩で2時間ほどの東側の山脈の山間

に立地している。標高1800mほどの急な傾斜地に、三族の慣習家屋によって構成された3

個の自然村で構成されている。人口はおよそ500人で、経済活動の基盤ぽ慣習的な農耕活

動である。主要な栽培植物はトウモロコシ、ソバ、アワ等で、集落周囲や山間部の出作り

の焼畑で栽培している。またブタ、ニワトリを飼育しているほか、役畜として牛を利用し

ている。

 狩猟は補助的な生業活動であり、狩猟に集中する明確な猟期は存在しない。狩猟活動は

耕作地への行き帰りの途上や、農作業の合間などに行うことが多い類のものである。狩猟

方法は弩弓や銃器（空気銃）を用いた猟のほかに、罠猟も行っている。狩猟の対象となる

のは、鳥類、野鼠、リスといった小動物が主体である。ただし、設置式の大型の弩弓やと

らばさみを用いた罠猟では、イノシシや熊といった中型動物が対象とされる。

3．調査内容

 基本的に次の3つの事柄について調査を行った。

（1）弩弓の製作過程の記録

村の中で、弩弓の製作に長じているとされている者に製作を依頼し、弩弓および矢の製

作過程を記録した。

（2）弩弓の形態の記録

村人38人を文橡とし、彼らが通常使用している弩弓の形魍こついて各部分の鶏を行い、

弩弓の形態を記録した。同時に狩猟に関する基本的な情報の聞き取り調査を行った。
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（3）弩弓の射技についての観察と記録

 2において形態を記録した弩弓のそれぞれの所有者に実際に行射してもらい、その的中

率を記録した。

 本報告では、（1）については記述的に、（2）は基本的な部位について数値データを示し、

（3）については統計的分析を加えた考察を加えることをもって、調査報告とする。

4．調査結果

（1）弩弓の製作過程の記録

 怒族の弩弓は一般に木材を用いて製作される。設置弓を製作する場合、三部は竹を用い

た合弓となる。弩弓を製作する時期については特に決まってはおらず、自分もしくは他人

の要請に応じて製作される。弩弓製作の職人といったものは存在しておらず、弩弓製作は

成人男性の基本的な能力と見なされている。一方で、弩弓製作に長じているという人に製

作を依頼することも少なくない。他人に依頼した場合は、労働力の提供、食器やその他の

道具等と交換される。

 材料の切り出しは、11，月ごろに行われる。この時期には木材に虫がついておらず、また

比較的材料が乾燥しているため、サイズに差異が生じにくいという理由であった。切り出

された木材は完成品の形に応じて荒削りをされた状態で保管される。

 弩弓の製作過程についての概要は次の通りである。

 各部位は、弓、弦、腎、機の順で製作される。弓部にはコナラ属（ωθzω5畠ρ．）の樹木

が用いられている。日本ではカシと俗称されるこれらの樹木は、出土した弓にも少数なが

ら用いられている。一般に、長弓はイヌガヤ等の弾力性に富む素材が用いられる。一方で

イヌガヤに比べ非常に堅い性質をもつカシ材は、張力をためて発射する怒弓の素材として

適応的な選択が行われていると考えられる（Fig．1）。

 弦の製作は整形された弓部を用いて行われる。弦の素材には麻（6ヨ㎜∂」をf55∂オ∫レヨ）が用

いられる。数本の麻糸は撚り合わされ、さらに蜂蜜をすりこむことによって、けばだちの

ない1本化した弦が完成する（Fig．2）。三部は二部の木製鋳型に装着され、弦をはった状

態で左右のバランス調節が行われる。弓部の曲げ加工には火のついた木炭をのせながら微

調整が行なわれる（Fig．3）。二部の調整が終わると、三部の加工を行う。腎部の先端から

10cmほどの部分に弓部を差込む穴を穿ち、弓と穴の間に布と木の懊を挟み込むことによっ
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て、ぐらつきをふせぐ（Fig．4）。その後、全体のバランスを調整しながら、各部分の整形

を行う。

 機の部分は、牛の中手足骨を材料にして製作する（Fig．5）。機は、機台、縣刀（引き金）、

椹（固定材）で構成される。古代中国の弩弓の機部と比較した場合、中国の古代のものは

いくつかの部品を組み合わせて、引き金に直接弦をかけるのに対し、怒族の弩弓では、膏

部を切込んで作った溝に弦をかけ、それを引き金で押し出すようにして発射するという違

いが見られる。機の完成をもって弩弓の基本的な製作は終了する。この後、試射が行われ、

最終的なバランスの調整をもって弩弓の製作は完了する。

 矢の持ち合わせが少ない場合には、弩弓を製作した後に、矢の製作を行う。矢は竹筒を

幅5㎜程度に裂いたものに、竹の皮で作った羽根をとりつける。矢の調整は炉で矢に熱を

加えながら行う。

 弩弓に装飾は一切施されていなかった。唯一、弩弓に取りつけられた付属物は、ハリナ

シバチの巣壁を利用した接着剤である。これは膏部に付着させておき、斜面などで下向き

に弩弓を射る際に、矢が滑り落ちないように弩弓に軽く付着させるのに用いられていた。

（2）弩弓の形態

基本的な計測値は付表に示したとおりである。

（3）弩弓の射技についての観察と記録（Fig．6）

二二は、10、20、30mと距離を3段階にわけ、6本看射とした。標的は、アーチェリー

競技の室内18m用の的（直径20cm）を用いた。30mの行射に際しては、矢の跳ねかえりが

数人において見られたが、同一条件を全員に適用するということで的中とは見なさなかっ

た。また、弦切れが17本分生じ、2名については、20、30mの行射が不可能となった。

 的中本数は10mと20m、10mと30mとの間では、的中率に統計学的な有意差が認められ、

20mと30mでは有意差は見られなかった（Table．1）。これは、怒族の製作した弩弓の機能を

的中率という観点から考えた場合、20m以内の範囲で有効な射程距離を設定できるといえ

る。

 怒族の人々が現在も使用している弩弓の機能面におけるいくつかの属性が浮かびあがっ

てきた。これらをもとに、若干の考察を加えることにする。

 まず有効射程距離に関しては、怒族自身がそれを意識している事例がいくつかある。例
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えば、実際に弩弓を製作した際の試射において、製作者は的と行射位置との距離を約18m

とっていた。製作者は距離計のようなものは所有しておらず、目算で的の距離を設定して

いた。製作者によれば、弩弓の試射は通常この距離で行うということであった。また、彼

ら自身も弩弓の競技のようなものを有しており、その際、正式に決まった距離はなく、15

～20mほどの距離を設定して行われるということであった。また、怒族の人たちは弩弓を

通常は、樹上の鳥やリスといった小動物の狩猟に用いる。怒族の人たちの居住地域の植生

は熱帯多雨林のような高い樹冠は形成されにくく、彼らの弩弓は狩猟活動を行う環境に適

応した道具であるといえる。

 一般に怒族の人々が用いる弩弓は単弓の形式をとっている。単弓は合弓に比べて、強い

張力は期待できず、金属製の鍛を用いた矢の使用には適していない。弓矢そのものの威力

は必ずしも強いとはいえない。しかしながら、彼らの通常の狩猟活動は、住居と畑との往

復の間に獲物を見つけたら弩弓を放つといった形式で行われることが多い。携帯に便利で

あったり、製作が簡便であることが弩弓の使用に関しては重要視されている。一方で、彼

らは熊やイノシシといった中型動物の狩猟も行っている。こうした中型動物の狩猟には、

通常用いる弩弓では力不足であることは否めない。これを補うものとして、怒族の人たち

は、これらの狩猟には毒矢を使用したり、弓部に複数の竹を用いた合弓を製作し仕掛け弓

の形式で用いることが多い。

 日常的な狩猟活動を可能にしているのは、携帯性にすぐれた弩弓の使用であることはい

うまでもない。これらの道具はその威力は小さく、鳥やリスといった小動物を対象にする

のには適しているが、中大型動物への殺傷能力が高いとはいえない。また、技巧の面から

も対象への接近を余儀なくされる。これは、怒族の弩弓が彼らの現在の狩猟活動に適した

形で発展した結果であり、武器としての発達が著しかった中国の弩弓とはその性質を異に

するものと考えるべきであろう。

5．まとめ

 本報告では怒族の狩猟文化について、物質文化という側面から理解を試みた。一般に物

質文化、とりわけ、生業活動に関係した道具は、自然環境と生業形態に適応した機能をも

ち、それに応じた形態が工夫されると考えてよい。一方で、より有効な道具は物質文化の

中に容易にとりこまれていくことも多い。怒族が弩弓やそれにかわる狩猟具、狩猟技術を
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もつ他民族との文化接触をどのように持ちつづけてきたかについては多くの事象から検証

していくべきことであるが、少なくとも彼らが弩弓に関しては、漢族が使用した「武器と

しての弩弓」とは機能の異なる「狩猟具としての弩弓」として発達してきたと考えること

は可能であろう。別の見方をすれば、「武器としての弩弓」が武器としては退化しながら、

狩猟具へと進化したという可能性も考えることができる。

 相手を殺傷するという同じ目的をもつ道具でも、対人と対動物では、威力およびそれに

応じた素材の選定、使用法の違い（携帯性、使用の持続性など）、使用者の違いという機能

的な背景によって、形態が異なる可能性は否めない。とりわけ、怒族にとって弩弓は狩猟

の道具として特化したものであり、有効射程（的中）距離が短い点や、弦切れによって持続

使用時間が必ずしも保証されていない点など、武器としての条件にはそぐわない点などは

考慮すべきである。また、東南アジアも含めた周辺地域の弩弓には、怒族の弩弓とは形態

や素材が異なるものもみられる。今後は、こうした事例を参照しながら、同地域における

弩弓の発達について、狩猟具ないし武器としての進化と退化という観点から比較を行うこ

とが必要となる。

参考文献

林巳奈夫

  1972『中国股周時代の武器』京都大学人文科学研究二

二錘

  1995『雲南物質文化：採集漁猟巻』雲南教育出版社

怒三傑二二自治州二二宣伝部・怒三傑標族自治三州二二師団編

  1996『怒二二三族自治州二二知識］

陶天麟

  1996『魚族文化史』雲南民族出版社

378



Sample No.

    1

    2

    3

    4

    5

   6
    7

   8
   9
   10

   11

   12

   13

   14

   15

   16

   17

   18

   19

   20

   21

   22

   23

   24

   25

   26

   27

   28

   29

   30

   31

   32

   33

   34

  35
  36
  37
  38

Table

Bowbody length

    81.4

    77.2

    80.7

    80.8

    75.6

    75.6

    78.5

    83.0

    81.2

    74.0

    77.2

    75.2

    68.3

    82.5

    82.6

    82.3

    82.9

    83.0

    99.6

    78D
    80.5

    72.2

    80.5

    74.0

   82.0

   80.4

   74.0

   81.4

   80.8

   80.9

   80.1

   68.3

   78.1

   82.5

   51.7

   65.1

   78.3

  1. Size

  Lim length

    49.5

    43.0

    44.5

    45.0

    40.0

    40.5

    46.0

    46.5

    49.5

    34.0

    43.0

    49.1

    37.2

    51.5

    51.5

    49.0

    47.0

    46.5

    46.8

    44.5

    48.0

    44.3

    43.4

    34.0

    47.1

    49.1

    44.8

    55.2

    49.9

    45.1

    48.4

same as No. 30

    40.0

    41.7

    34.4

    33.5

    33.6

    44.8

of Crossbow

String height

   1 7.0

   8.2

   16.5

   1 6.4

   15.1

   1 7.0

   1 7.0

   1 8.2

   17.1

   1 5.2

   1 8.0

   21.5

   17.1

   1 9.7

  20.0
   1 8.3

   1 7.5

   1 8.0

   1 7.0

   1 6.5

  20.0
  1 5.1

  1 5.8

  1 5.4

  1 8.4

  1 8.8

  1 7.9

  1 9.6

  1 5.9

  1 6.7

  1 6.7

  1 5.7

  1 6.9

  1 4.4

  1 1.4

  1 7.4

  1 7.8

379

Drawing Iength

    34.3

    33.0

    33.2

    33.5

    30.5

   31.7

   33.6

   36.2

   34,2

   28.5

   33.0

   39.1

   30.2

   39.5

   39.5

   35.8

   35.8

   36.1

   36.0

   33.7

   37.4

   30.2

   34.0

   28.5

   36.3

   37.5

   34.1

   38.0

   33.3

   33.2

   35.0

   28.9

   31.2

   27.4

   22.7

   28.4

   34.8

   (cm)



Table 2． Score of shooting

Distance
No．
10m 20m 30m

1 6 2 1

2 6 1 1

3 5 4 0

4 5 1 0

5 5 0 0

6 4 3 1

7 4 3 0

8 4 2 3

9 4 1 1

10 4 0 0

11 3 4 0

12 3 3 2

13 3 3 0

14 3 2 2

15 3 1 2

16 3 1 0

17 3 1 0

18 3 1 0

19 3 0 2

20 3 0 1

21 3 0 0

22 3 0 0

23 3 0 0

24 3 0 0

25 3 一 一

26 3 一 一

27 2 3 2

28 2 1 1

29 2 1 1

30 2 1 0

31 2 1 0

32 2 1 0

33 2 0 0

34 2 0 0

35 1 1 1

36 1 1 0

37 1 0 0

38 0 0 0

＊6本中の的中数
一弦切れのためデータが欠落

380



Fig．1弓部の整形

Fig．2弦の製作
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Fig．3弓部の曲げ加工

Fig．4腎部と弓部の接合
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Fig．5機台の製作

灘
≧

匁

Fig．6懇懇による磯鶏

383


